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令和７年度 裾野市観光パンフレット等制作業務委託 企画提案仕様書 

  

1. 業務名称 

令和７年度 裾野市観光パンフレット等制作業務委託 

 

2. 業務目的  

 裾野市は、世界遺産富士山の南麓に位置し、愛鷹山麓の豊かな自然、首都圏からのアクセ

スの良さ、観光レクリエーション施設の集積など、観光資源に恵まれた地域である。近年で

は、スポーツツーリズムやロケツーリズムなど新たな取り組みも成果を上げている。一方で、

新型コロナウイルス感染症の影響により観光交流客数は大きく減少し、旅行形態やニーズ

も変化した。裾野市では、持続可能な観光地の実現に向けて令和６年 11月に「裾野市観光

戦略」を策定し、2030年度までに観光交流客数 300万人の達成を目指している。本業務は、

裾野市の魅力を効果的に発信し、観光交流人口の拡大と観光産業の活性化を図るための広

報ツール（パンフレット・のぼり旗・テーブルクロス）を制作するものである。 

 

3. 業務期間 

契約締結の日から令和８年２月 27日（金）まで 

 

4. 業務内容 

(1) 観光パンフレット制作 

・サイズ・仕様：A５判、中綴じ、24ページ（表紙・裏表紙含む） 

・部数：5,000部 

・言語：日本語（必要に応じて英語併記） 

・内容：富士山・愛鷹山麓の自然景観、観光施設・イベント情報、地元グルメ・特産品、ア

クセスマップ、周遊モデルコース、QRコードによるWeb連携など。 

・デザイン要件：ターゲット層（１番は 30～40代の家族連れ）に響くビジュアル、季節感・

地域性を活かした写真・イラスト、SNS等で拡散したくなる表紙デザインとすること。 

・既存の「裾野市観光マップ」は情報量が多く、各項目の紹介が少ないため、項目を絞って

詳細な紹介が出来るよう、当市を訪れる計画（可能性）のある人、対面で観光案内をする際

に名所・旧跡等の詳細を紹介出来るような内容とすること。 

・富士山をはじめとした市内各所・旧跡、観光施設等の項目を絞った詳細な紹介、及び既存

の「裾野市観光マップ」と比較し簡易なマップを掲載すること。 

・掲載する内容については、（一社）裾野市観光協会・裾野市商工会・市と協議して決定す

ること。 

・掲載する写真・イラストについては、市と協議して決定すること。写真は、市と委託者が

保有しているもの、及び必要に応じて委託者が新たに撮影した写真、観光施設等管理者から
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提供を受けた写真を使用すること。 

 

(2) のぼり旗制作 

・サイズ：W600mm × H1,800mm 

・部数：２枚 

・素材：防炎素材を使用すること。 

・内容：裾野市の観光 PR（ロゴ、キャッチコピー） 

・デザイン要件：裾野市の魅力を視覚的に伝える構成とし、パンフレットと統一感のあるデ

ザインにすること。 

 

(3) テーブルクロス制作 

・サイズ：W3,200mm × H1,550mm 

・部数：２枚 

・素材：防炎素材を使用すること。 

・用途：市内外イベントでの観光 PR出展等で市が使用する。 

・デザイン要件：裾野市の魅力を視覚的に伝える構成とし、パンフレットと統一感のあるデ

ザインにすること。 

 

(4) その他 

本仕様書では、本業務の実施に当たり必要最低限の内容事項等を記載しており、受託者は

本業務の目的を達成するため、その専門的立場から現在のトレンド（一過性のものではなく、

本業務で制作する(1)～(3)は数年使用することを想定したものであること）や、他自治体の

事例等を踏まえ、本業務の費用の範囲内において効果的な提案がある場合は積極的に行う

こと。 

 

5. 成果品 

本業務の成果品は、次のとおり納品し、成果品の権利は本市に帰属する。なお、本市が承

諾した場合を除き、受注者は成果品を公表してはならない。 

① 観光パンフレット（印刷物・AIデータ・PDF データ） 

② のぼり旗（印刷物・AIデータ・PDFデータ） 

③ テーブルクロス（印刷物・AIデータ・PDFデータ） 

④ 制作に使用した写真、イラスト、地図等の素材電子データ一式 
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6. その他 

(1) 打合せ等 

業務の実施に当たっては、発注者と十分打ち合わせを行い、作業を進めること。 

(2) 秘密の保持 

本業務の遂行において知り得た個人情報等を他人または外部に漏らさないこと。 

(3) 委託料の支払い 

受託者からの完了報告を受け、発注者が検収したあと、予算の範囲内で委託料を支払う

こととする。 

(4) 著作権等 

本業務における著作権、肖像権、商標権等の権利処理は受託者の責任で行うこと。 

なお、成果物の著作権は裾野市に帰属する。 

(5) 疑義の解釈 

本仕様書に定める事項の解釈について疑義が生じた場合、または本仕様書に定めのな

い事項については、必要に応じて、発注者と受託者が協議の上、これを定めることとする。 


